
で最新情報を提供!!

　立正大学ではFacebookを開設しています。
「いいね！」ボタンをクリックしていただきま
すと、キャンパス内の出来事や、旬で楽しい
身近な情報が届きます。皆さんの「いいね！」
をお待ちしています。紹介してほしい情報も
Facebook上で募集しています。アクセスは
大学ホームページトップから！

I NDEX
3  中尾堯名誉教授に瑞宝中綬章
5  サッチャー元首相の思い出
7  立正今昔／学生寮特集PART①

9  淞南サッカー部が県予選6連覇
11  ご卒業、ご入学おめでとう
12  学生3名が台湾インターンシップに

　法学部生の履修地が2014年度新入生から、大崎キャンパスに
変わります。現在在学中の法学部生は引き続き熊谷キャンパスで
学びます。
　これは、これまで2つのキャンパスに分散していた法学部、経
済学部、経営学部の社会科学系3学部を一堂に集め、その連携に
よる相乗効果によって、人間・社会・地球に関する総合大学とし
ての本学のさらなる発展に向けて、足腰の強化を図ったものです。
すでに3学部の間では連携協議が進められており、本学の教育・
研究・社会貢献の可能性が大きく広がることが期待されています。
　法学部では、「法的素養を備えた指導的職業人の養成」のため、
独自の法学教育システムを地道に整備してきました。その結果、
毎年、着実に公務員や司法書士、行政書士、社会保険労務士な
どの「まちの法律家」を輩出しています。こうした法学部の教育
力が、ビジネス街・大崎への移転を機に、いよいよその真価を発
揮します。
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2013年オープンキャンパス開催日程 全日程 10：00～16：00／予約不要・入退場自由

大崎キャンパス

熊谷キャンパス
夏! 秋!

夏! 秋!

ケータイで簡単登録！
お得で便利な立正大学情報配信中！RISメール会員になろう！

QRコードでアクセスできます。各学部・学科にリンクしています。

ホームページ
「オープンキャンパス」「立正大学入試情報」「公開講座情報」などの情報をいち早く入手できます。

入試に関する日程情報、願書受付情報、OC情報などをいち早くご案内します。

公開講座の案内や学園祭など立正大学に関する様々な情報を配信します。

メール会員に登録した方すべてに立正大学オリジナルグッズをプレゼントいたします。

RISメールってなぁに？
最新入試情報
大学情報配信
大学オリジナルグッズプレゼント！

立正大学入試センター

お問い合わせ先

※2014年4月入学生より

法学部が東京・品川の
大崎キャンパスに

移転します
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や
十
和
田
湖
、
三
内
丸
山
遺
跡

な
ど
東
北
地
方
の
名
所
旧
跡
を

巡
り
、
現
地
の
歴
史
と
文
化
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
被

災
地
と
東
北
の
名
所
を
回
っ
た

充
実
し
た
合
宿
で
し
た
。

　

私
も
、
ゼ
ミ
を
決
め
る
際
は

ど
の
分
野
を
専
門
に
す
る
か
悩

み
ま
し
た
が
、
吉
岡
ゼ
ミ
を
選

ん
で
大
正
解
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ゼ
ミ
は
通
常
の
授
業
と
は

違
い
、
自
分
の
学
び
た
い
こ
と

を
専
門
的
に
学
ぶ
場
で
す
。
皆

さ
ん
も
、
自
分
が
い
ち
ば
ん
学

び
た
い
こ
と
が
何
な
の
か
を
考

え
、
担
当
の
先
生
に
よ
く
相
談

し
、
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
ゼ
ミ

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

小浜先生の著書『都
市コミュニティの歴
史社会学―ロンドン
･ 東京の地域生活
構造 』。このほか、
フリーターや質屋に
ついて研究した著作
もあります

　

英
国
の
高
級
日
刊
紙
『
ガ
ー

デ
ィ
ア
ン
（The Guardian

）』

に
は
、「
ネ
オ
ン
ラ
イ
ト
や
ハ
イ

テ
ク
機
器
、ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

革
新
性
と
、
歴
史
の
あ
る
文
化

が
共
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
日

本
の
魅
力
」
と
記
さ
れ
、
ア
メ

リ
カ
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ
で
も
東
京
の
カ

オ
ス
と
し
て
都
市
の
様
相
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

立
正
大
学
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
東
京
の
最
新
の
流
行
や
先

端
技
術
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
一
方
、
伝
統
文
化
や
芸
術
な

ど
に
接
す
る
こ
と
に
も
恵
ま
れ

た
環
境
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
学
生
た
ち

は
駅
と
キ
ャ
ン
パ
ス
を
往
復
す

る
日
々
を
送
り
、
大
学
の
周
辺

を
地
図
と
と
も
に
歩
い
た
経
験

は
少
な
い
よ
う
で
す
。
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
以
前
の
“
フ
ィ
ー

ル
ド
歩
き
”
は
、
自
分
自
身
の

リ
サ
ー
チ
・
マ
イ
ン
ド
を
磨
く

た
め
の
基
本
で
す
。
日
常
風
景

の
な
か
に
は
、
そ
の
“
ま
ち
”

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
情
報
が
満

載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
例

え
ば
、
地
名
、
再
開
発
さ
れ
た

高
層
ビ
ル
と
木
造
長
屋
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
、
行
き
交
う
人
び
と

の
接
し
方
、
商
店
の
店
頭
に
並

ぶ
商
品
、「
町
内
会
・
自
治
会
」

の
掲
示
板
な
ど
か
ら
は
、
都
市

社
会
の
基
底
に
存
在
す
る
“
ま

小
さ
な
ゼ
ミ
だ
け
に

有
意
義
で
楽
し
い
授
業

　

現
在
、
吉
岡
茂
教
授
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
で
は
、
人
口
、
ご
み
、

C
O
2
問
題
な
ど
、
地
球
環
境

に
関
連
す
る
テ
ー
マ
を
学
ん
で

い
ま
す
。
所
属
す
る
学
生
は
私

を
含
め
3
人
。
学
生
が
少
な
い

分
、
吉
岡
先
生
と
と
て
も
近
い

距
離
で
話
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、授
業
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
興
味
あ
る
テ
ー
マ
が

非
常
に
丁
寧
に
扱
わ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
授
業
は

有
意
義
で
楽
し
く
、
各
テ
ー
マ

に
対
し
て
の
教
授
の
意
見
は
と

て
も
参
考
に
な
り
、
よ
り
専
門

的
な
知
識
が
学
べ
ま
す
。

　

現
在
は
就
職
活
動
を
し
な
が

ら
、
卒
業
論
文
（
課
題
：
都
道

府
県
の
C
O
2
排
出
量
）
の
資

料
を
集
め
る
た
め
に
、
環
境
省

や
統
計
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

閲
覧
し
た
り
、
図
書
館
に
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉

岡
教
授
に
誘
わ
れ
、
品
川
区
の

環
境
活
動
推
進
会
議
に
も
参

加
。
こ
の
5
月
の
品
川
エ
コ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
家
族
や
近
隣
の
住
民
の

方
々
と
触
れ
合
い
な
が
ら
環
境

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

昨
年
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
ご

み
問
題
、
人
口
問
題
に
つ
い
て

学
び
、
さ
ら
に
統
計
分
析
、
シ

ス
テ
ム
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
、
産
業

連
関
表
に
よ
る
C
O
2
排
出
分

析
の
方
法
や
統
計
解
析
ソ
フ
ト

Ｒ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
専

門
的
な
情
報
処
理
技
法
も
学
び

ま
し
た
。
特
に
情
報
処
理
能
力

は
実
際
に
社
会
で
役
立
つ
知

識
。
社
会
に
出
た
ら
、
ゼ
ミ
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る
と
思

い
ま
す
。

印
象
的
だ
っ
た

夏
休
み
の
被
災
地
訪
問

　

昨
年
、
夏
休
み
の
ゼ
ミ
合
宿

で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
訪
問
を
メ
イ
ン
に
、
三
泊
四

日
で
東
北
地
方
を
回
り
ま
し
た
。

至
る
と
こ
ろ
に
被
害
の
爪
痕
が

残
り
、
大
量
の
瓦
礫
や
壊
れ
た

家
、
流
さ
れ
た
建
物
の
残
骸
な

ど
を
目
に
し
ま
し
た
。
瓦
礫
こ

そ
取
り
除
か
れ
て
い
た
も
の
の
、

テ
レ
ビ
で
見
た
映
像
と
ま
っ
た

く
同
じ
景
色
が
広
が
っ
て
い
て
、

被
害
の
大
き
さ
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
被
災

地
の
ほ
か
、
宮
沢
賢
治
記
念
館

日
常
風
景
の
な
か
に
は
、

“
ま
ち
”の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
情
報
が
満
載

疑
問
や
驚
き
が
生
ま
れ
た
と
き
、

新
た
な
自
分
と
の
出
会
い
に
つ
な
が
る

人口、ごみ、CO2問題など、
地球環境に関連するテーマを学ぶ

“
フ
ィ
ー
ル
ド
歩
き
”を
通
し
て

自
分
自
身
を
発
見
す
る

研
究
紹
介
｜
文
学
部
社
会
学
科
教
授  

小
浜
ふ
み
子

ゼ
ミ
自
慢
｜
地
球
環
境
科
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授  

吉
岡
茂
ゼ
ミ

沼野慎平（地球環境科学部環境システム学科4年）埼玉県立桶川高等学校出身

ち
”
の
社
会
構
造
と
、
そ
こ
で

生
を
営
ん
で
き
た
人
び
と
の
社

会
関
係
の
在
り
方
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

自
分
が
「
誰
か
」
と
、
あ
る

い
は
「
何
か
」
と
関
わ
り
合
う

現
場
の
体
験
は
、
教
室
の
中
で

は
得
ら
れ
な
い
学
び
と
自
分
の

中
に
秘
め
て
い
る
興
味
や
関
心

に
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
度
の
「
社
会
調

査
実
習
」
で
は
、
学
生
た
ち
の

サ
ブ
テ
ー
マ
は
、
高
齢
者
、
商

店
街
、
再
開
発
、
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
決
ま
り
ま
し
た
。

一
見
ば
ら
ば
ら
な
テ
ー
マ
に
見

え
て
も
、
そ
れ
ら
が
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
主
体
の
調
和
や
連

携
の
在
り
方
と
し
て
合
唱
の
よ

う
に
調
和
す
る
こ
と
に
、
学
生

た
ち
が
気
づ
い
た
の
は
秋
も
深

ま
っ
た
こ
ろ
で
し
た
。
最
終
的

な
感
想
と
し
て
「
苦
し
い
こ
と

の
ほ
う
が
多
か
っ
た
」
と
述
べ

て
い
る
学
生
も
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
の
失
敗
や
挫
折
を
乗

り
越
え
た
経
験
か
ら
人
間
的
に

成
長
を
遂
げ
、
自
分
の
保
有
し

て
い
る
可
能
性
に
気
づ
い
た
こ

と
は
確
か
で
す
。
1
年
過
ぎ
て

み
る
と
、
そ
れ
は
自
信
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

漠
然
と
し
た
関
心
を
持
ち

な
が
ら
そ
れ
を
う
ま
く
表
現

で
き
な
い
と
き
に
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
た
風
景
、
習

慣
、
考
え
方
に
、「
な
ぜ
」
と

い
う
疑
問
や
驚
き
が
生
ま
れ
た

と
き
、
そ
れ
は
新
た
な
自
分
と

の
出
会
い
に
つ
な
が
る
で
し
ょ

う
。

2012 年度社会調査実習での合宿にて。インナーシティにおける「高齢者」「商店街」「再
開発」「アートプロジェクト」といったテーマに取り組みました

都市社会学、地域社会学が専門の小浜先
生。都市コミュニティにおける住民組織の
歴史社会学的研究、若者のライフスタイル
研究に取り組んでいます

岩手県遠野市の「カッパ淵」にて。たくさんのカッパが住んでいたという伝説が
残る場所です（左から五味さん、沼野さん、上田さん）

夏休みのゼミ合宿。青森の三内丸山遺跡で縄文時
代のファッションで盛岡では、「わんこそば大会」にも参加しました

丁寧な授業をしてくださる吉岡先生。そのご意見はとても参考になります
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本
学
の
卒
業
生
で
プ

ロ
登
山
家
の
竹
内
洋
岳

さ
ん
が
、
今
年
度
か
ら

本
学
の
客
員
教
授
に

就
任
し
ま
し
た
。
竹
内

さ
ん
は
、
昨
年
5
月
、

日
本
人
と
し
て
初
め

て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
あ
る

８
０
０
０
ｍ
峰
全
14
座

の
完
全
登
頂
を
成
し
遂

げ
、「
第
17
回
植
村
直

己
冒
険
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。
竹
内
さ
ん
に

は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
、
教
育
・
研
究

な
ら
び
に
高
大
連
携
な

ど
の
幅
広
い
活
動
に
参

画
し
て
い
た
だ
く
予
定

で
、
今
年
度
は
連
携
高

校
な
ど
で
出
張
講
義
を

行
い
ま
す
。

　

2
0
1
3
年
度
春
の
叙
勲
に

お
い
て
、
本
学
の
中
尾
堯
名
誉

教
授
が
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
し

ま
し
た
。

　

中
尾
名
誉
教
授
は
、
日
蓮
宗

を
軸
に
す
え
た
研
究
に
お
い

て
、
東
国
に
お
け
る
日
蓮
宗
の

発
展
過
程
を
跡
づ
け
る
研
究
を

深
め
る
と
と
も
に
、
仏
教
古
文

書
学
の
観
点
か
ら
日
蓮
遺
文
や

曼
荼
羅
本
尊
な
ど
に
関
す
る
研

究
を
行
い
、
制
作
意
図
や
伝
来

過
程
な
ど
に
つ
い
て
新
た
な
知

見
を
多
く
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
古
文
書
学
会
の

理
事
と
し
て
常
任
委
員
長
、
編

集
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
会

運
営
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
会

長
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
会
の

財
政
基
盤
確
立
に
意
を
注
ぐ
と

と
も
に
、
古
文
書
学
の
啓
蒙
・

発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、日
本
学
術
会
議
補
欠
会
員
、

文
部
省
学
術
審
議
会
専
門
委
員

な
ど
に
就
任
す
る
一
方
で
、
文

化
庁
関
係
で
は
文
化
財
保
護
審

議
会
専
門
委
員
、
文
化
財
買
取

協
議
員
な
ど
を
務
め
、
学
術
や

文
化
財
保
護
行
政
に
貢
献
。
各

地
の
文
化
財
保
護
行
政
に
も
積

極
的
に
関
与
し
、
千
葉
県
で
は

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
を
務

め
、
東
京
都
杉
並
区
、
石
川
県

羽
咋
市
、
千
葉
県
多
古
町
、
山

梨
県
身
延
町
で
は
主
任
調
査
委

員
な
ど
と
し
て
地
域
文
化
の
振

興
に
貢
献
し
ま
し
た
。
今
回
の

受
章
は
、
こ
う
し
た
教
育
・
研

究
活
動
の
実
績
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

地域文化の振興にも貢献した
中尾堯名誉教授・円内が勲章

大崎キャンパスでは「モラりす」と「けんけつちゃん」
が献血を呼び掛けました

竹内洋
ひ ろ

岳
た か

さんが
本学客員教授に就任

　

日
蓮
宗
か
ら
研
究
奨
励
金
と

し
て
寄
付
さ
れ
た
資
金
を
も
と

に
、
学
術
研
究
を
極
め
、
本
学

の
教
育
研
究
の
活
性
化
に
寄
与

し
た
方
や
、
研
究
成
果
の
社
会

的
還
元
に
よ
っ
て
本
学
の
社
会

的
評
価
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献

し
た
方
を
表
彰
す
る
こ
と
を
目

的
に
2
0
0
6
年
度
に
創
設
さ

れ
た
蘊
奥
賞
（
蘊
奥
本
賞
、
蘊

奥
奨
励
賞
、
蘊
奥
褒
賞
）。
本

学
の
教
員
、
元
教
員
が
そ
れ

ぞ
れ
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

2
0
1
2
年
度
は
左
の
4
名
に

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

中
尾
堯た

か

し

名
誉
教
授
に
瑞
宝
中
綬
章

4
人
の
先
生
に
蘊う

ん

奥の

う

賞し

ょ

う

を
授
与

蘊奥奨励賞

文学部准教授

佐多芳彦
【受賞対象】

平安貴族社会に起源する公
私に渉る貴族生活の必須知
識である有識故実研究

仏教学部教授

秋田貴廣
【受賞対象】

彫刻論や彫刻文化財の修
復理論構築のための研究

蘊奥褒賞

心理学部教授

西田公昭
【受賞対象】

マインドコントロールについて
心理学的に研究

法学部教授

早川誠
【受賞対象】

本学中興の祖である石橋湛山先生
についての一連の研究ならびに開校
140 周年記念事業の各種出版等

写真／中島ケンロウ

教
育
・
研
究
活
動
の
実
績
が
評
価

活発な　　　　　15名の高校生が学んでいます

ご協力、ありがとうございました！

　本学の高大連携の取り組みとして特別聴講生制度があります。この
制度は、高大連携高校の高校生が、実際に本学の講義を受講する制
度です。今年も、この 4月から、東京都立篠崎高等学校、東京都立
八潮高等学校、私立日出高等学校の15 名の生徒が受講しています。
　受講が始まってしばらくは、高校で教わっていない部分に苦戦した
り、高校と大学の授業のやり方の違いに戸惑ったりする様子もありま
したが、生徒たちはそれぞれ目的を持って、全15回の講義に取り組
んでいます。

最前列で聴講する特別聴講生たち。
みんな、真剣な表情です

高 大 連 携

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
（
4
月
5

日
）
と
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
（
6

月
3
日
、
4
日
）
に
お
い
て
、

献
血
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
本
学
の
学
生
保
険
委

員
会
（
ガ
ッ
ポ
）
の
学
生
が
サ

ポ
ー
ト
し
、
本
学
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
モ
ラ
り
す
」

と
献
血
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
け
ん

け
つ
ち
ゃ
ん
」
も
共
演
。
多
く

の
学
生
が
献
血
に
協
力
し
ま
し

た
。
後
期
も
献
血
活
動
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

大
崎
・
熊
谷

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で

献
血
活
動
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に
助
け
る
だ
け
で
は
だ
め
だ
。

卒
業
後
の
社
会
活
動
ま
で
も
視

野
に
入
れ
て
、
最
新
の
研
究
成

果
を
勉
強
し
活
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
研
究

会
を
設
立
し
た
い
」
と
。

　

恐
ら
く
こ
の
研
究
会
が
、
本

学
が
大
学
に
昇
格
す
る
際
の
原

動
力
の
一
つ
と
な
っ
た
社
会
問

題
研
究
会
で
あ
ろ
う
。
同
会
と

関
係
す
る
当
時
の
文
学
部
社
会

学
科
で
は
、
生
江
孝
之
や
北
澤

新
次
郎
な
ど
日
本
に
お
け
る
社

会
福
祉
活
動
の
創
生
期
を
担
っ

た
研
究
者
も
学
生
を
指
導
し

た
。
同
会
の
活
動
や
歴
史
に
つ

い
て
は
、
田
代
国
次
郎
元
社
会

福
祉
学
部
教
授
の
「
立
正
大
学

社
会
福
祉
教
育
の
歩
み
」（『
立

正
社
会
福
祉
研
究
』
第
3
巻
1

号
、第
7
巻
2
号
）
に
詳
し
い
。

　

戦
後
、
研
究
会
は
社
会
福
祉

学
研
究
会
に
引
き
継
が
れ
（
田

代
前
掲
お
よ
び
新
倉
海
北
「
思

い
出
の
記
」『
立
正
大
学
文
学

部
論
叢
』
第
55
号
別
冊
）、
同

時
期
に
立
正
大
学
社
会
学
・
社

会
福
祉
学
会
も
設
立
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
社
会
福
祉
学
系
教
員

は
、
昭
和
44
年
熊
谷
開
設
の
保

育
専
門
学
校
で
も
教
鞭
を
執
っ

た
（
田
代
前
掲
）。
保
育
専
門

学
校
は
昭
和
58
年
に
短
大
幼
児

教
育
科
に
改
組
さ
れ
、
平
成
8

年
に
は
短
大
社
会
福
祉
科
・
幼

児
教
育
科
の
改
組
に
よ
り
社
会

福
祉
学
部
が
開
設
さ
れ
る
。
同

11
年
に
は
、
短
大
社
会
福
祉
科

の
社
会
福
祉
研
究
・
交
流
会
と

幼
児
教
育
科
・
保
育
専
門
学

校
卒
業
生
に
よ
る
幼
児
教
育
研

究
・
交
流
会
の
発
展
と
し
て
立

正
大
学
社
会
福
祉
学
会
が
設
立

さ
れ
る（
堤
賢「
創
刊
の
辞
」『
立

正
社
会
福
祉
研
究
』
創
刊
号
）。

こ
う
し
て
、
本
学
の
社
会
福
祉

教
育
の
場
は
熊
谷
の
地
へ
と
移

行
し
て
い
っ
た
。
社
会
福
祉
学

部
に
設
置
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
平
成
24

年
に
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災

地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　

1
0
0
年
前
、
津
波
被
災
者

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
本
学
で
、今
、

津
波
被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
部
が
遷
り
変

わ
っ
て
も
、
大
学
の
遺
伝
子
は

確
実
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

脈
々
と
受
け
継
が
れ
る

“
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
”の
遺
伝
子

　

大
正
6
年
、
東
京
湾
を
大
型

台
風
が
襲
っ
た
。高
潮
も
あ
っ
て
、

1
0
0
0
人
を
超
え
る
人
た
ち

が
水
害
の
犠
牲
と
な
っ
た
。
い

わ
ゆ
る
「
大
正
六
年
の
大
海つ

な
み嘯
」

で
あ
る
。
潮
位
は
4
・
21 

m
に

も
及
び
、
当
時
の
本
学
学
生
た

ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携

わ
っ
た
。

　

都
守
泰
一
氏
も
そ
の
一
人
で

あ
る
。
彼
は
『
大
崎
時
報
』
に
、

「
都
守
凱
旋
」
と
い
う
名
前
（
ペ

ン
ネ
ー
ム
だ
ろ
う
）
で
「
社
会

問
題
研
究
の
必
要
性
」
と
い
う

論
文
を
寄
稿
し
（
大
崎
図
書
館

所
蔵
）、
こ
う
主
張
し
た
。「
単

法学部教授

早川誠

昭和44年4月20日の保育専門学校開校式・入学式。現在の熊谷ゲートプラザ入口からの写真



　

今
年
度
、
環
境
シ
ス
テ

ム
学
科
に
は
2
名
の
聴
覚

障
が
い
学
生
が
入
学
さ
れ

ま
し
た
。
学
科
で
は
ノ
ー

ト
テ
ー
カ
ー
の
配
置
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ノ
ー
ト

テ
ー
カ
ー
と
は
、
教
員
の

話
し
て
い
る
内
容
を
素
早

く
書
き
取
り
、
聴
覚
障
が

い
学
生
に
講
義
内
容
を
伝

え
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

4
月
24
日
と
5
月
8
日

に
、
埼
玉
県
手
話
通
訳
問

題
研
究
会
か
ら
2
名
の
講
師
を

招
い
て
、
要
約
筆
記
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。社
会
福
祉
学
部
、

法
学
部
、
地
球
環
境
科
学
部
か

ら
両
日
合
わ
せ
て
33
名
の
学
生

と
9
名
の
教
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
講
習
会
で
は
、
口
話
を
書

き
取
る
こ
と
の
難
し
さ
や
要
点

の
ま
と
め
方
な
ど
具
体
的
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
ノ
ー
ト
テ
ー

カ
ー
を
引
き
受
け
て
く
れ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
に
と
っ

て
も
将
来
役
に
立
つ
技
術
を
学

べ
た
は
ず
で
す
。

　
『
平
成
25
年 

春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
』
の
実
施
に
伴
い
、

4
月
6
日
、
大
崎
警
察
署
に
て

白
バ
イ
隊
員
や
地
元
の
人
た
ち

に
よ
る
出
動
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
開
催
に
当
た
っ
て
、

社
会
学
科
4
年
の
簑
輪
隆
さ

ん
が
地
元
大
崎
を
代
表
し
て
開

会
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

「
あ
ま
り
緊
張
し
な
か
っ

た
」
と
言
う
簑
輪
さ
ん
。

「
悲
惨
な
交
通
事
故
を
１

件
で
も
減
少
さ
せ
る
た

め
に
、
大
崎
警
察
の
指

導
の
下
、
歩
行
者
保
護

誘
導
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
積
極
的
に
行

い
、
安
全
で
安
心
な
街

を
つ
く
り
ま
す
」と
堂
々

と
し
た
姿
で
宣
言
し
、

そ
の
役
目
を
果
た
し
ま

し
た
。
簑
輪
さ
ん
は
体

育
会
柔
道
部
に
所
属
し
、
主
務

と
し
て
1
年
生
の
と
き
か
ら
部

活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。「
主

務
の
仕
事
を
通
し
て
人
間
の
幅

が
広
が
っ
た
の
で
、
そ
の
経
験

を
生
か
し
、
人
を
支
え
る
仕
事

に
就
き
た
い
」
と
進
路
の
目
標

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
学
部
の
特
徴
は
、
各
種
の

資
格
を
習
得
す
る
た
め
の
実
習

教
育
が
豊
富
な
点
で
す
。特
に
、

子
ど
も
教
育
福
祉
学
科
は
、
保

育
士
養
成
と
初
等
教
育
教
員
養

成
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
現
場
で
の
実
習
教
育

が
豊
富
で
す
。
１
年
次
は
、
全

員
参
加
の
保
育
所
・
施
設
と
幼

稚
園
の
見
学
実
習
。
2
～
3
年

次
に
は
保
育
士
資
格
の
た
め
の

保
育
所
な
ど
各
種
施
設
で
の
約

6
週
間
の
参
加
・
責
任
実
習
。

3
～
4
年
次
に
は
幼
稚
園
資
格

の
た
め
の
幼
稚
園
で
の
参

加
・
責
任
実
習
が
各
学
年

2
週
間
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
4
年
次
に
は
、
来
年

度
か
ら
は
い
よ
い
よ
、
小

学
校
教
諭
の
1
か
月
の
教

育
実
習
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
90
%
以
上
の
学

生
が
二
つ
の
資
格
取
得
を

目
指
し
て
、
卒
業
ま
で
に

通
算
2
か
月
以
上
の
実
習

に
4
～
6
か
所
の
施
設
等

に
参
加
し
て
、「
現
場
力
」

を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

経
営
学
部
で

は
、「
地
域
連
携
」

が
こ
れ
ま
で
以
上

に
多
様
に
進
め
ら

れ
ま
す
。
池
上
和

男
前
教
授
（
現
名

誉
教
授
）
の
指
揮
・

指
導
の
下
で
の
学

生
に
よ
る
戸
越
銀

座
商
店
街
の
活
性

化
活
動
は
、
今
年

か
ら
鳥
取
県
と
連

携
し
た
同
県
物
産

商
品
の
開
発
・
販

売
も
連
接
し
た
活

動
と
し
て
継
続
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
吉
田
健
太
郎
准
教
授
ゼ
ミ

で
は
、
昨
年
、「
銚
子
地
域
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
画

し
ま
し
た
が
、
今
年
も
同
様
の

地
場
産
業
・
町
づ
く
り
・
観
光

振
興
等
の
地
域
開
発
に
か
か
わ

　

法
学
部
で
は
、
4
月
4
日
、

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
一
環
と
し
て
、
新
入
生
歓
迎

会
を
行
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
は
、
法
学
部
O
B
（
平

成
3
年
度
卒
）
で
あ
る
噺
家
の

三
遊
亭
神じ

ん

楽ら
く

さ
ん
が
、
自
身
の

学
生
時
代
の
経
験
や
新
聞
を
読

む
こ
と
の
重
要
性
を
枕
話
に
し

て
、
落
語
を
一
席
披
露
。
続
い

て
、
法
学
部
に
在
籍
す
る
新
人

野
球
部
員
が
紹
介
さ
れ
、
勉
学

と
野
球
の
両
立
を
め
ざ
す
部
員

た
ち
が
力
強
く
決
意
を
語
り
ま

し
た
。
後
半
は
学
生
食
堂
で
昼

食
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
同
じ
出
身
校

や
同
郷
の
仲
間
、
教
員
や
ゲ
ス

ト
と
話
が
弾
み
ま
し
た
。
こ
の

歓
迎
会
を
き
っ
か
け
に
、
新
入

生
諸
君
が
さ
ら
に
サ
ー
ク
ル
や

ゼ
ミ
な
ど
で
も
友
人
関
係
を
広

　

経
済
学
部
の
学
生
12
人
が
、

公
益
財
団
法
人
大
学
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
が
主
催
す
る
第
1
回

E
U
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
本
学
の
蓮

見
雄
教
授
を
含
む
７
人
の
講
師

に
よ
る
討
論
会
の
ほ
か
、
欧
州

委
員
会
か
ら
招
い
た
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
講
演
が
行
わ

げ
、
楽
し
い
充
実
し
た
学
生
生

活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
祈
っ
て
い
ま
す
。

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
本
学
の
ほ
か
、

東
京
外
国
語
大
学
、
東
京
学

芸
大
学
、
一
橋
大
学
、
横
浜

国
立
大
学
、
神
戸
大
学
、
奈

良
女
子
大
学
、
青
山
学
院
大

学
、
杏
林
大
学
、
上
智
大
学
、

中
央
大
学
、
東
洋
英
和
女
学

院
大
学
、
法
政
大
学
、
早
稲

田
大
学
の
学
生
な
ら
び
に
社

会
人
、合
計
約
80
名
が
参
加
。

本
学
の
学
生
た
ち
は
、
臆
す

る
こ
と
な
く
、
Ｅ
Ｕ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
や
環
境
政
策
に

つ
い
て
立
派
に
報
告
し
、
議

論
で
も
他
の
参
加
者
に
引
け
を

取
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
指
導
に

当
た
っ
た
講
師
か
ら
も
「
知
は

力
な
り
」
と
お
褒
め
の
お
言
葉

を
頂
い
た
ほ
ど
で
す
。
今
年
9

月
20
日
～
22
日
の
第
2
回
Ｅ
Ｕ

セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
す
る
予
定

で
、
学
生
た
ち
も
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
講
座
は
、
こ
の
4
月

よ
り
『A

DVA
NCED 

ENGLISH
1

・2

』
と
し

て
正
規
の
授
業
科
目
と

し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た

が
、
授
業
は
こ
の
実
験

室
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
て
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
学
生
た
ち
は
外
国

の
学
生
と
の
交
流
を
通

じ
、
視
野
を
広
げ
、
英

語
を
よ
り
身
近
な
も
の

と
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
4
号
館
地

下
1
階
に
あ
る
心
理
学
部
の
心

理
学
実
験
室
Ａ
に
設
置
さ
れ
て

い
る
パ
ソ
コ
ン
が
、
こ
の
4
月

よ
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
リ
ー
ス

に
よ
る
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ
ソ

コ
ン
で
し
た
が
、
新
し
く
、
最

新
型
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
買
い

取
り
に
よ
り
設
置
し
ま
し
た
。

　

本
学
部
の
海
外
協
力
校
で
あ

る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ

国
際
大
学
の
学
生
と
の
ス
カ
イ

プ
を
利
用
し
て
の
英
語
に
よ

　

仏
教
学
部
で
は
毎
年
、
各
種

法
要
や
イ
ベ
ン
ト
を
石
橋
湛
山

記
念
講
堂
や
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

5
3
2
礼
拝
室
等
に
お
い
て
開

を
行
う
も
の
で
す
。
い
ず
れ
の

開
催
日
に
も
た
く
さ
ん
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
本
学
建
学
の
日
と
な

る
10
月
13
日
（
日
）
に
は
「
日

蓮
聖
人
龍
口
法
難
会
・
日
蓮
聖

人
涅ね

槃は
ん

会
」
法
要
を
行
い
ま

す
が
、
そ
こ
で
は
毎
年
恒
例
に

な
っ
て
い
る
仏
教
学
部
主
催
の

公
開
講
座
（
第
2
期
）
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
仙
台
出
身
の

お
笑
い
コ
ン
ビ
で
あ
る
サ
ン
ド

ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
も
出
演
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
11

月
11
日
（
月
）
に
「
日
蓮
聖
人

小
松
原
法
難
会
」、
12
月
3
日

（
火
）
に
「
釈
尊
成
道
会
・
日

蓮
聖
人
降
誕
会
」
法
要
を
行
う

予
定
で
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先
：
仏
教
学
部
事
務
室

☎
０
３（
３
４
９
２
）８
５
２
８

あれこれこれあれ

社
会
学
科
の
学
生
が
出
動
式
の
開
会
宣
言

文学部

聴
覚
障
が
い
学
生
支
援
の
た
め
に
要
約
筆
記
講
習
会
を
開
催

地球環境科
学部

心
理
学
実
験
室
に
最
新
型
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
設
置

心理学部

豊
富
な
実
習
教
育
で「
現
場
力
」を
養
成

社会福祉
学部

盛
り
上
が
っ
た
新
入
生
歓
迎
会

法学部

「
地
域
」「
企
業
」と
の
連
携
を
深
め
る

経営学部

多
く
の
来
場
者
を
集
め
た
公
開
講
座

秋
以
降
も
各
種
法
要
・
イ
ベン
ト
を
予
定

仏教学部

E
U
セ
ミ
ナ
ー
で
見
事
に
報
告

経済学部

「安全で安心な街をつくります」。力強く宣言した簑輪隆さん

三遊亭神楽さんの落語で、会場は和やかな雰囲気に。野球部の新人たちも力強く決
意を語りました

スカイプを利用したフィリピンの大学生とのやりとりも、これら
のノートパソコンで行います

講習会では、口話を書き取ることの難しさや要点のまとめ方など
具体的に学ぶことができました

る
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
産
学
連
携
の
面
で

は
、
浦
野
寛
子
准
教
授
ゼ
ミ
で

は
新
た
に
大
手
旅
行
代
理
店
エ

イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
と
連
携
。

新
旅
行
商
品
の
開
発
活
動
が
発

進
し
ま
す
。

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、

4
月
4
日
（
木
）
の
「
釈
尊
降

誕
会
・
花
ま
つ
り
」
法
要
に
始

ま
り
、4
月
25
日
（
木
）
に
「
日

蓮
聖
人
立
教
開
宗

会
」
法
要
、
5
月

10
日（
金
）に「
日

蓮
聖
人
伊
豆
法
難

会
」
法
要
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、

6
月
1
日
か
ら
22

日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
に
は
仏
教
文

化
公
開
講
座
（
第

1
期
）
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
は

「
人
が
生
き
て
い

く
た
め
に
は
」
を

総
合
テ
ー
マ
に
、

本
学
の
4
人
の
教

授
・
准
教
授
が
リ

レ
ー
形
式
で
講
演

セミナー講師と参加者による記念撮影。蓮見教授と本学経済学
部の学生 12 人も写っています

現場の先生たちから指導を受ける機会も豊富です。写真は「幼
稚園実習Ⅱの研究」の様子

吉田ゼミでは島根県浜田市藻塩工房で聞き取り調査を行いました

盛大に行われた 4 月4 日の「釈尊降誕会・花まつり」法要
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「心のキャッチボール」。学生の立場になり、いつも
笑顔の法学部事務室

学生の皆さんに笑顔を提供するとともに、時には社
会の厳しさもお伝えしています（文学部事務室）

12年務めた首相を退任して2年。68歳の女史はまだまだ若々しかった

浮
世
絵
展
の
会
場
で
は
、
一

つ
一
つ
の
作
品
を
食
い
入
る

よ
う
に
ご
覧
に
な
っ
た

本学には直筆のサインが残っ
ている

本
学
の
学
生
た
ち
と
の
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
。
学
生
た
ち
の
質
問
に
も
と
て

も
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
い
た

石橋湛山記念講堂では、「我が教育観と大学生への期待」
というテーマでご講演いただいた 

お贈りした廣重作「雪月花」（複製）をご覧になってにっこ
り。「私は、藍色がとても好きなのです」とおっしゃった。
右が筆者

◆場所
　文学部事務室：大崎キャンパス１号館地下1階
　法学部事務室（法学研究科含む）：熊谷キャンパス　アカデミックキューブ（19号館）1階

◆課の主な業務
　【学部事務室】
　・学部教授会及び各種関連委員会に関すること　　　・学部行事に関すること
　・カリキュラム、履修、成績管理に関すること　　　・学部予算編成および執行に関すること
　・学部HPの管理・学部パンフレットの企画、制作　・学部公開講座の企画、運営
　【法学研究科事務室】
　・法学研究科委員会に関すること　・カリキュラム、成績、学籍管理に関すること

◆学生へのメッセージ
　【文学部事務室】
　�　Serendipity(セレンディピティ）、偶然のチャンスを生かせる才能という言葉があります。何か
に向かって一生懸命に努力し続けた結果、得られるすてきな偶然がもたらす幸運です。ココロをと
きめかせるすてきな響きです。これは誰にも平等に訪れるといいます。皆さんも、すてきな幸運に
巡り合えるよう、夢を持ち、地道な努力（行動）を続けていきましょう。きっと幸運の女神がほほ
笑んでくれることでしょう。
　【法学部事務室】
　�　学部事務室は、履修・成績といった教務関連の業務ばかりに目が行きがちですが、入試・経理・
公開講座・各種調査といった業務もあり、実に多様です。そのなかで、高校教員や受験生、近隣住
民の皆さんが「立正は良い大学だね」と言ってくれたり、卒業生の活躍を耳にしたり、実際窓口に
来て社会で頑張っている報告を受けたりすると、大変な励みになります。ただ、やはり在学生の皆
さんが、「本学に入って本当に良かった」と心から思ってくれることが、学部事務スタッフにとって、
最もやりがいと喜びを感じる瞬間です。4年間、学んだ・遊んだと充実感を持って卒業証書を受け
取れるよう、日々の学生生活を楽しんでください。（卒業発表時に窓口に泣きつかぬよう、単位取
得は計画的に!!）

文学部事務室、法学部事務室
教務から入試・経理まで、多様な業務事務局

紹介

小澤奈々子さん（文学部事務室）
この人から一言 ◆学生時代の思い出

　60年近く続く歴史あるサークルに所属していまし
た。300名集まった創設55周年の記念式典をさまざ
まな年代の卒業生の方々と一緒に企画・運営したこと
が良い経験になりました。

◆マイブーム
　ジョギング。他部署の職員の方々と一緒に走ってい
ます。現在はハーフマラソン完走に向けて練習中。

◆学生へのメッセージ
　勉強でもクラブ活動でも何でもいいので、今の自分
よりちょっと上のことに取り組みましょう。学生時代
に一生懸命取り組み、身についた経験はその後の生活
で「自信」という形であなたのことを助けてくれます。
どうぞ“とことん”青春を謳歌してください。（文学部
のキャラクター「とことん」のこともよろしくお願い
します！）

サ
ッ
チ
ャ
ー
元
首
相
の
訃
報
に
触
れ
、

21
年
前
の
女
史
の
姿
を
思
い
出
す

ん
と
女
史
が
直
立
不
動
の
姿
で

お
待
ち
だ
っ
た
の
に
は
驚
い
た
。

　
あ
い
さ
つ
も
そ
こ
そ
こ
に
、

17
日
の
講
演
の
打
ち
合
わ
せ
を

終
わ
り
、
当
時
、
国
際
浮
世
絵

学
会
会
長
で
あ
っ
た
故
・
山
口

桂
三
郎
教
授
に
用
意
し
て
い
た

だ
い
た
廣
重
晩
年
の
浮
世
絵

「
雪
月
花
」（
三
紙
継
・
3
枚
）

の
見
事
な
複
製
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
と
こ
ろ
、
女
史
は
鳴
戸
の

渦
潮
の
光
景
か
ら
眼
を
放
さ
な

い
。「
私
は
、
藍
色
が
と
て
も

好
き
な
の
で
す
」
と
通
訳
を
し

た
の
は
、
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
大
学
か
ら
大
学
院
博
士
課

公
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
開
校

1
2
0
周
年
記
念
委
員
会
は
、

世
界
的
な
名
声
を
誇
る
サ
ッ

チ
ャ
ー
女
史
の
招
聘
を
企
画
。

実
施
の
段
階
で
、
筆
者
は
学
長

に
推
さ
れ
て
、
来
学
10
日
前
の

10
月
7
日
に
全
日
空
ホ
テ
ル
で

女
史
と
直
接
お
目
に
か
か
る
こ

と
と
な
っ
た
。
本
学
の
学
長
に

最
初
に
会
う
約
束
と
聞
い
て
い

た
が
、
女
史
は
フ
ラ
イ
ト
の
疲

れ
を
押
し
て
、
ま
ず
竹
下
元
首

相
を
表
敬
訪
問
し
、
全
日
空
ホ

テ
ル
に
到
着
。
筆
者
ら
が
「
中

に
入
っ
て
待
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

言
わ
れ
て
部
屋
に
入
る
と
、
な

　
英
国
の
元
首
相
、
M
・
サ
ッ

チ
ャ
ー
女
史
が
4
月
8
日
に
逝

去
さ
れ
た
と
の
報
道
が
世
界
中

に
伝
え
ら
れ
た
。
21
年
前
の
平

成
4
年
10
月
17
日
、
女
史
が
は

る
ば
る
本
学
を
訪
れ
て
開
校

1
2
0
周
年
特
別
記
念
講
演
に

臨
ま
れ
た
日
の
こ
と
を
思
い
起

こ
し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧

げ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
女
史
は「
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
」

と
呼
ば
れ
た
、
小
さ
な
政
府
を

志
向
す
る
経
済
政
策
の
為
に
身

を
挺
し
、
英
国
経
済
を
回
復
さ

れ
た
。

　
わ
が
立
正
大
学
の
教
授
諸

程
ま
で
学
ん
だ
髙
橋
堯
英
氏

（
現
在
、
仏
教
学
部
教
授
）
で

あ
っ
た
。
英
国
と
親
し
い
国
の

大
学
出
身
者
と
い
う
こ
と
で
、

女
史
の
心
が
和
ん
だ
よ
う
に
感

じ
た
。

　
10
月
17
日
、
女
史
は
正
門
石

段
を
ご
自
身
の
足
で
上
り
、
ド

イ
ツ
の
二
つ
の
美
術
館
か
ら
出

展
さ
れ
た
浮
世
絵
を
ご
覧
に

な
っ
た
。
石
橋
湛
山
記
念
講
堂

で
の
女
史
の
特
別
講
演
「
我
が

教
育
観
と
大
学
生
へ
の
期
待
」

の
後
に
は
本
学
学
生
諸
君
の
質

疑
に
応
答
さ
れ
た
。
当
日
の
模

様
は
ビ
デ
オ
と
し
て
関
係
者
に

配
布
さ
れ
、
今
日
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
講
演
の
原
稿
は
、
著

名
な
作
家
で
、
保
守
党
の
副
幹

事
長
で
あ
っ
た
ジ
ェ
フ
リ
ー
・

ア
ー
チ
ャ
ー
氏
の
手
に
な
る
も

の
と
聞
い
た
が
、
当
の
ご
本
人

が
会
場
で
講
演
の
準
備
に
奔
走

な
さ
っ
て
い
る
の
を
目
に
し
て

驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
石
橋
講
堂
へ
は
い
ろ
い
ろ
な

方
が
お
出
で
に
な
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
我
が
国
最
高
の

貴
い
お
方
が
、
石
橋
湛
山
講
堂

で
開
催
さ
れ
た
政
府
関
連
の
学

会
に
、
ご
夫
妻
で
お
出
ま
し
に

な
ら
れ
た
と
聞
く
。

渡
邊
寶
陽（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

「保健室の絆創膏」
　少し前のことです。
　私はちょっとしたことから、学内で手を切
るけがをしてしまい、保健室に寄ることにし
ました。保健室では優しそうな先生が笑顔
で迎えてくださり、傷を見てすぐに消毒をし
てくれました。そして、絆創膏を受け取って
帰ろうとする私に声を掛け、丁寧に優しく
貼ってくださいました。
　このとき私は、少し照れくさいような気
持ちがする一方で、体全体が温かなもので
満たされるような、何とも言えない優しい
感覚に包まれました。
　ほんの数分の出来事でしたが、そのとき

に感じた感覚は、今も印象深く私の中に
残っています。
　久しぶりに経験する「絆創膏を貼っても
らう」という行為を通じて、おそらく私は、
先生から「大切にされている」と感じられる
ような「何か」をいただいたのだと思います。
　これからは、あのとき
感じた感覚を
大切に、「何か」
を送り合えるよ
うな関係を周り
の人達と築いて
いけたらと思って
います。

（教員・K.T）

立正大学  ほっこり エピソード│その1

保健室　大崎キャンパス：１
号館地下１階、熊谷キャンパ
ス：ゲートプラザ（１号館）１階



先輩社会人として
アドバイスしてあげてください

保護者の皆さまへ

「先輩取材プロジェクト」にご協力ください

卒業生の皆さまへ

　

入
学
を
大
き
な
「
人
生
の
転

機
」
と
捉
え
、
で
き
る
だ
け
早

　
「
全
身
就
活
」
と
い
う
言
葉

が
朝
日
新
聞
に
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
学
生
が
身
も
心
も
就

活
に
捧
げ
、
生
活
そ
の
も
の
を

就
活
に
合
わ
せ
て
組
み
立
て
る

大
学
生
た
ち
の
現
状
を
名
づ
け

た
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
こ
の
言
葉
を
ど
う

お
感
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

確
か
に
内
定
を
得
る
と
い
う

こ
と
は
学
生
生
活
で
大
事
な
こ

と
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
続
く
、
長
い
職
業
人
生

の
ス
タ
ー
ト
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

立
正
大
学
の
建
学
の
精
神
は

「
人
類
の
た
め
に
尽
そ
う
」
と

い
う
誓
い
で
締
め
く
く
ら
れ
て

　

そ
ろ
そ
ろ
就
職
が
気
に
な
る

こ
ろ
で
す
ね
。
約
75
％
の
大
学

生
が
就
職
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
年
生
で
や
る
べ
き
こ
と
は
、

意
識
し
て
「
社
会
と
の
接
点
を

持
つ
」
こ
と
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、

学
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

い
時
期
に
大
学
生
活
で
の
目
標

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
就
職
試

い
ま
す
。
ま
た
、
校
歌
の
2
番

で
は
「
同
胞
の
た
め
世
の
為
に 

命
を
身
を
も
捧
げ
な
む
」
と
謳

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
職
業
を
選
択
す
る
と

し
て
も
「
身
を
も
っ
て
人
類
・

社
会
に
尽
そ
う
」
と
い
う
「
立

正
精
神
」
を
基
底
に
、
人
の
役

に
立
ち
、
人
に
必
要
と
さ
れ
る

職
業
人
に
な
る
こ
と
が
、
人
生

の
充
実
感
や
幸
せ
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

学
生
生
活
を
、「
就
職
に
有

利
か
不
利
か
」
だ
け
の
価
値
判

断
で
な
く
、
そ
の
後
の
人
生
に

つ
な
が
る
学
び
と
、
成
長
を
目

指
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

体
験
や
交
流
体
験
を
し
ま
し
ょ

う
。
多
角
度
か
ら
の
「
自
己
理

解
」
や
将
来
を
考
え
た
「
資
格
」

の
取
得
は
3
年
生
ま
で
に
や
っ

て
お
き
た
い
で
す
ね
。

　
「
2
年
生
の
１
年
間
の
行
動

で
将
来
が
決
ま
る
」。
こ
の
く

ら
い
の
意
識
を
持
っ
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

6

　

就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
3

年
生
。
ま
ず
は
「
絶
対
に
正
社

員
で
就
職
す
る
ぞ
！
」
と
決
意

を
固
め
ま
し
ょ
う
。
正
社
員
と

派
遣
・
契
約
社
員
で
は
生
涯
賃

金
に
2
倍
の
差
が
で
き
ま
す
。

　

経
済
状
況
は
常
に
把
握
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
や
株
式
、
円
相
場
は
雇
用
に

ど
う
影
響
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ニ
ュ
ー
ス
の
確
認
は
怠
ら

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
卒
業
ま

で
、
2
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大
切

　

内
定
の
チ
ャ
ン
ス
は
大
き
く

四
つ
。
5
月
の
初
旬
は
大
手
・

人
気
企
業
が
多
い
時
期
で
、
就

職
情
報
サ
イ
ト
を
活
用
し
ま

す
。
こ
の
時
期
の
内
定
率
は
約

30
%
で
す
。

　

6
月
以
降
は
中
堅
・
中
小
企

業
の
採
用
意
欲
が
高
い
時
期
で

す
。
大
学
の
求
人
票
や
企
業
団

体
サ
イ
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。
7
月
の
内
定
率
は
約
60
%

で
す
。

　

8
月
以
降
は
、
10
月
1
日
の

内
定
式
ま
で
に
予
定
数
を
充
足

し
た
い
企
業
が
多
く
な
り
ま

す
。
合
同
説
明
会
な
ど
も
活
用

な
こ
と
で
す
。
4
～
8
月
は
準

備
期
、
9
～
11
月
は
ス
タ
ー
ト

期
、
本
番
期
は
12
月
か
ら
と
、

4
年
生
の
6
月
か
ら
の
二
つ
の

流
れ
が
あ
り
ま
す
。
就
活
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
支
援

す
る
キ
ャ
リ
サ
ポ
の
情
報
は
必

ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
大
学
時
代
に
力
を
い
れ
て

取
り
組
ん
だ
こ
と
」
に
つ
い
て

整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
も

し
、
今
思
い
浮
か
ぶ
も
の
が
な

い
よ
う
な
ら
、
今
か
ら
何
か
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
十
分
間

に
合
い
ま
す
。

し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
の
内

定
率
は
約
78
%
で
す
。

　

10
月
の
内
定
式
を
終
え
て
も
、

年
明
け
か
ら
3
月
ま
で
、
個
別

の
求
人
情
報
が
、
直
接
大
学
に

持
ち
込
ま
れ
ま
す
。
キ
ャ
リ
サ

ポ
の
情
報
を
き
ち
ん
と
押
さ
え

て
お
け
ば
、
条
件
に
合
う
企
業

に
出
合
う
確
率
が
高
ま
り
ま
す
。

　

タ
イ
ミ
ン
グ
さ
え
合
え
ば
2

週
間
で
内
定
を
得
る
こ
と
も
、

こ
の
時
期
に
は
あ
り
ま
す
。
ち

な
み
に
、
今
春
の
本
学
卒
業
生

（
就
職
希
望
者
）
の
就
職
率
は

約
88
%
で
し
た
。

〈
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長  
下
垣
伸
吉
〉

～
就
活
中
、
就
活
前
の
皆
さ
ん
へ
～

学
生
生
活
の
充
実
が
就
職
に
つ
な
が
り
ま
す

 「
職
業
観
」を
養
い
ま
し
ょ
う

意
識
し
て「
社
会
と
の
接
点
を
持
つ
」こ
と
が
大
切

自
己
理
解
と
資
格
取
得
は
3
年
生
ま
で
に

 
２
年
生
の
皆
さ
ん
へ

「
絶
対
に
正
社
員
で
就
職
す
る
ぞ
！
」と
決
意
し
よ
う

大
学
生
活
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
整
理

 

３
年
生
の
皆
さ
ん
へ

年
が
明
け
て
も
個
別
の
求
人
情
報
が
持
ち
込
ま
れ
る

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
る
な
！

 

４
年
生
の
皆
さ
ん
へ

た
く
さ
ん
の
人
と
会
い
、
多
く
の
経
験
を
積
み
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
目
標
を
持
と
う

 

１
年
生
の
皆
さ
ん
へ

C areer
  Support
 Center

験
で
必
ず
聞
か
れ
る
こ
と
は

「
学
生
時
代
に
い
ち
ば
ん
力
を

入
れ
た
こ
と
は
何
か
」
で
す
。

何
を
目
的
に
、
達
成
す
る
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
努
力
・
工
夫

を
し
た
の
か
、
そ
れ
で
学
ん
だ

こ
と
・
成
長
で
き
た
こ
と
は
何

か
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
答

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出

会
う
機
会
を
つ
く
り
、
多
く
の

経
験
を
積
み
ま
し
ょ
う
。
経
験

を
積
む
こ
と
で
自
分
の「
好
き
」

「
嫌
い
」
が
は
っ
き
り
し
て
き

ま
す
。食
べ
物
と
同
じ
よ
う
に
、

食
べ
て
み
な
い
と
「
好
き
」
か

「
嫌
い
」
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は「
食
べ
て
み
る
」 

＝ 「
経

験
し
て
み
る
」
こ
と
が
大
事
で

す
。

　学生が期待しているのは、「社会人」としてのアドバイスです。
働いている保護者の方は、働くことの大切さや面白さを、ご自
身の会社で新人に伝えるように話してください。自分の若いこ
ろを思い出し、今の仕事を選んだ理由、影響された職場の先
輩の話など、具体的に話してあげると、お子さんは、仕事や組
織に興味を感じ、働くことへのイメージを持つことができます。 
　「たびたび失敗したけど、それが後で役に立ったんだよ」といっ
た経験談も効果的です。
　また、アドバイスを求められたら、まず「自分自身ではどう
考えているのか」を聞いてあげてください。今の学生は従順で、
自分の考えがあっても、自分より権威のある人からアドバイスを
受けると、そちらに従う傾向があるのです。お子さんは、これ
から自分で考え、判断し、行動しなければなりません。企業も
主体性のある人材を求めています。  「保護者のための就職読本」より

　キャリサポでは、学生が社会で活躍する先輩に会いに企業
や団体へ訪問する「先輩取材プロジェクト」を実施しています。
今年は 10 月 29 日（火）、11月1日（金）の 2 日間実施します。
　参加学生は、取材先への電話確認、事前調査を行い、取材
の意図やマナーを確認したうえで訪問します。
　「実際に見て、話を聞く以上の経験はない」「さまざまな職
種を見る目が変わった」「失敗からも学ぶ姿勢を大切にしたい」
など、参加学生は「働く」ことを実感します。
　大崎キャンパスから 2 時間以内で訪問できる場所にお勤め
の方で、ご協力願える方は、メール（E-mail:career@ris.
ac.jp）でご連絡いただけますでしょうか。何とぞよろしくお願
い申し上げます。

今年2月に行われた合同企業説明会の様子。
みんな、真剣です

2014
地区入試

より多くの方に、立正大学に
チャレンジするチャンスを。
入試会場を全国各地へ展開します。

札幌・仙台・新潟・高崎・さいたま・柏・横浜・静岡・福岡会場の全国９か所で入学試験を実施。
北は北海道から南は九州まで全国各地で行われる入学試験をご活用ください。

札　幌
仙　台
新　潟
さいたま
　柏
静　岡
福　岡
高　崎
さいたま
横　浜
高　崎
さいたま
横　浜

代々木ゼミナール
代々木ゼミナール
代々木ゼミナール

　

代々木ゼミナール 大宮校本館

代々木ゼミナール　柏校
静岡予備校・早慶セミナー
代々木ゼミナール
代々木ゼミナール

ラフレさいたま

代々木ゼミナール
代々木ゼミナール

代々木ゼミナール

大崎キャンパス  熊谷キャンパス・ ・

札幌校
仙台校
新潟校

福岡校
高崎校

横浜校
高崎校

横浜校
代々木ゼミナール 大宮校本館

2014
地区入試

より多くの方に、立正大学に
チャレンジするチャンスを。
入試会場を全国各地へ展開します。

札幌・仙台・新潟・高崎・さいたま・柏・横浜・静岡・福岡会場の全国９か所で入学試験を実施。
北は北海道から南は九州まで全国各地で行われる入学試験をご活用ください。

札　幌
仙　台
新　潟
さいたま

代々木ゼミナール
代々木ゼミナール
代々木ゼミナール

　ラフレさいたま

札幌校
仙台校
新潟校

!

８学部のカリキュラムの特徴、
大学院・研究所の概要から、
大崎・熊谷両キャンパスの魅
力、免許・資格取得プログラ
ム、クラブ・サークル活動まで、
豊富な写真とイラストで分かり
やすく紹介しています

　

立
正
大
学
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
『
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

（
ア
ー
チ
）２
０
１
4
』

が
完
成
し
ま
し
た
。

8
学
部
15
学
科
、
7

研
究
科
の
総
合
大
学

で
あ
る
立
正
大
学
の

“
今
”
を
さ
ま
ざ
ま

角
度
か
ら
紹
介
し
て

い
ま
す
。
じ
っ
く
り

読
め
ば
、
立
正
大
学

の
す
べ
て
が
わ
か
る

は
ず
。
ご
希
望
の
方

は
入
試
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ

い
。

☎
０
３（
３
４
９
２
）

６
６
４
９

立
正
大
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
完
成
し
ま
し
た
！

本
学
の“
今
”を
紹
介
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雄渾な筆致の堂々とした門札。存在感十分です

浴室。一日の汗を流してさっぱりと

　「Open Gallery 立正広場」は読者の皆さま（学生、卒業生、教職員、学生父母等）
のアート作品を紹介するコーナーです。写真、絵画、イラスト、漫画（４コマ等）などの
応募をお待ちしています。
　できれば作品には簡単なコメントを添えてください。また、写真投稿に際してご本人
以外の方が写っているものは、その方の了承を得てくださいますよう、お願いいたします。

　氏名、学部、学科、学年（卒業生は卒業年度）、住所、電話番号を明記の上、奮っ
てご応募ください。

■宛先／〒141-8602　東京都品川区大崎４-２-16　立正大学政策広報課学園新聞担当
■Ｅメール／ pln@ris.ac.jp
■第123号掲載締め切り　平成25年7月25日必着

皆さまの作品をお寄せください

【タイトル】涼
【投稿者】矢作綾菜（地球環境科学部地理学科２年）

【コメント】夏の川越にて。かき氷ののれんが涼しげなうえ、チンパ
ンジーの置物もかわいらしかったので、思わずシャッター
を切りました。

　本学では、立正大学（立正中学・
高校・短期大学部を含みます）に
関するさまざまな資料を収集して
います。
　広報誌などの学内刊行物、時間
割、講義ノート、文書資料、学生
運動関係等のビラ、写真（アルバ
ム）、記念品、躍進歌など、立正大
学に関する資料がございましたら、
本学にご寄贈、もしくは貸与して
いただきますよう、お願いいたし
ます。

立正大学の歴史資料
を収集しています
☎03-3492-2690

【タイトル】

鏡
【投稿者】

佐藤まい
  （社会福祉学部社会福祉学科２年）

【コメント】 
海が空を映し出し、それはまるで鏡のようでした。

学
生
寮
特
集 

P
A
R
T
①

池上学寮（昭和45年ごろ）

ユニデンスC館（平成5年ごろ）

【
投
稿
者
】

経
済
学
部
4
年 

ペ
ン
ネ
ー
ム 「
フ
グ
」

　
立
正
大
学
は
昨
年
（
平
成

24
〈
2
0
1
2
〉
年
）
に
開
校

1
4
0
周
年
を
迎
え
た
、
日
本

の
数
あ
る
私
立
大
学
の
な
か
で

も
古
い
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る

大
学
の
一
つ
で
す
。

　
そ
の
淵
源
は
古
く
、
源
流
は

日
蓮
門
下
の
教
育
機
関
と
し
て

設
け
ら
れ
た
飯い

い

高だ
か

檀だ
ん

林り
ん

に
求
め

ら
れ
ま
す
。
大
学
の
創
始
は
約

4
0
0
年
前
の
天
正
年
間
に
ま

で
遡
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　
以
来
、
歴
史
の
流
れ
の
中

で
幾
多
の
変
遷
を
重
ね
ま
す

が
、
明
治
維
新
を
迎
え
て
新
政

府
の
下
、
明
治
5
（
1
8
7
2
）

年
の
学
制
公
布
に
よ
り
、
そ
の

役
目
は
東
京
芝
二
本
榎
に
設

け
ら
れ
た
「
小
教
院
」
に
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。
明
治
37

（
1
9
0
4
）
年
に
は
現
在
の

大
崎
の
地
に
校
地
を
移
転
。
専

門
学
校
令
に
基
づ
き
「
日
蓮
宗

大
学
林
」
と
し
て
認
可
さ
れ
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
時
を
経
て
、
大
正
13

（
1
9
2
4
）
年
に
は
大
学
令

に
よ
り
「
立
正
大
学
」
が
認
可・

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

激
動
の
昭
和
時
代
に
は
変
転
す

る
社
会
環
境
に
対
応
し
つ
つ
教

育
を
実
施
し
、
多
く
の
人
材
を

各
界
へ
輩
出
し
て
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
立
正
今
昔
」
は
そ
ん

な
立
正
大
学
を
写
真
で
見
る

「
立
正
大
学
版
今
昔
物
語
」
で

す
。
今
号
と
次
号
（
1
2
3
号

〈
10
月
1
日
発
行
予
定
〉）
の

2
回
に
分
け
、
学
生
寮
を
特

集
し
ま
す
。
今
回
は
昭
和
45

（
1
9
7
0
）
年
ご
ろ
の
池
上

学
寮
と
、
平
成
5
（
1
9
9
3
）

年
ご
ろ
の
ユ
ニ
デ
ン
ス
C
館
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。

窓に干された洗濯物が昔懐かしさを倍加させる外観食堂。先輩方もテレビを見ながら、話をしなが
ら、食事を楽しんだのでしょうか

別の角度から見た内廊
下。語らいの場としても
大いに活用されました

外観。ガラスが多用されているため、軽やかです

日差しがさんさんと降り注ぐ内廊下。冬でも暖か
そう

モダンな印象を与えるエントランス
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　本校に奉職して20年目の浦野じゅん先生。英語科教諭なの

で、海外研修における生徒の引率などの長期出張もあります

が、今年は中学２年生の担任を務めています。

　部活では華道部の顧問として生徒を指導。「池坊展」への出

展に向け、生徒と一緒にがんばりました。

 「華道はまったくの初心者でしたが、生徒と一緒に学びなが

ら、脇教授一級（師範の上）の資格を取得しました。同じ花材

を生けても、一人ずつ違った作品になるという華道ならでは

の個性に魅力を感じます。生徒は花を通して季節に敏感にな

り、生活に潤いを持てる大人に成長してほしいと願っていま

す」と話す浦野先生です。

海
外
研
修
生
を
引
率
す
る
こ
と
も

同じ花材を生けても、一人ずつ違った作品になる。
それが華道ならではの個性。
生活に潤いを持てる大人に成長することを願う

　
立
正
大
学
付
属
立
正
中
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち

は
、
こ
の
4
月
に
移
転
し
た
ば
か
り
の
馬
込
新
キ
ャ
ン
パ
ス

で
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
新
キ
ャ

ン
パ
ス
の
体
育
関
係
の
施
設
を
3
カ
所
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

R
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立
正
大
学
付
属

立
正
中
学
校
・
高
等
学
校

8

明るくて快適な温水室内プール。中学生や高校生のスイマーが注目される昨今、本
校からも全国レベルの選手が輩出されることを期待しましょう

多目的に使用可能なアリーナ。体育の授業が一層充実しそうです。バレーボール部
やバスケットボール部も、これまで以上に練習に打ち込めることでしょう

【
新
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
紹
介
❷
】
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充
実
し
た
体
育
施
設
で

伸
び
伸
び
学
校
生
活
!

平成26年度入試要項、決定!受 験 生 の皆さまへ

　

去
る
5
月
、
日
本
橋
三
越
本

店
で
開
催
さ
れ
た
池
坊
展
（
東

京
花
展
）
に
、
高
3
の
久
世
京

佳
さ
ん
と
長
濱
茉
耶
さ
ん
が
作

品
を
出
品
し
ま
し
た
。
こ
の
2

人
は
顧
問
の
浦
野
じ
ゅ
ん
先

生
、
華
道
家
元
池
坊
教
授
の
望

月
文
子
先
生
の
指
導
の
下
、
中

高
6
年
間
、
稽
古
に
打
ち
込

ん
で
き
ま
し
た
。
出
品
し
た
の

は
そ
の
集
大
成
と
な
る
作
品
で

す
。

　

2
人
は
部
活
の
後
輩
と
の
か

か
わ
り
を
通
じ
て
、
多
く
の
こ

と
が
学
べ
る
喜
び
を
実
感
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
華
道
で
は
花

を
生
か
す
も
殺
す
も
、
花
ば
さ

み
を
握
る
自
分
次
第
。「
そ
の

緊
張
感
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
花
を
生
け
て
い
き
た
い

で
す
」と
口
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

中
高
6
年
間
、稽
古
に
打
ち
込
む

そ
の
集
大
成
を
池
坊
展
に
出
品

華
道
部
　
顧
問 

● 

浦
野
じ
ゅ
ん
先
生

部 活 動
紹 介

左が久世京佳さん（高 3）、右が長濱茉耶さん（高 3）

畳の香りも新鮮な武道場。神棚が見守るなかで体育の授業を受ければ、一般の生
徒も自然に「礼」が身に付くはず。筋が一本通るのではないでしょうか

　

最
も
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
持
つ

体
育
館
で
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
コ
ー
ト
を
3
面
確
保
で
き
る

学
校
施
設
は
め
っ
た
に
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
も
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
も
一
緒
に
活
動
で
き

ま
す
。
ま
た
、
朝
礼
な
ど
の
集

会
場
所
と
し
て
の
機
能
も
有
し

て
い
ま
す
。

　

25
ｍ
8
コ
ー
ス
の
規
模
を
誇

る
温
水
室
内
プ
ー
ル
。
水
泳
部

は
も
ち
ろ
ん
、
体
育
の
授
業
で

も
使
う
な
ど
、
一
年
中
フ
ル
稼

働
す
る
予
定
で
す
。
塩
素
を
使

わ
な
い
循
環
型
の
蒸
留
装
置
を

使
用
し
て
い
る
点
も
特
徴
で
す
。

　

柔
道
場
と
剣
道
場
の
機
能
を

併
せ
持
つ
施
設
で
す
。
神
棚
を

中
心
に
据
え
て
い
る
た
め
、
礼

に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
厳
粛

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま

す
。
柔
道
場
と
し
て
は
体
育
の

授
業
で
も
使
用
し
ま
す
。

プール

アリーナ

武道場

「
プ
ー
ル
」

「
ア
リ
ー
ナ
」

「
武
道
場
」



　南幸雄先生は本校に着任する前に東京の中規模IT企業でシ
ステムエンジニア（SE）をしていました。しかし、学生時代か
ら抱いていた「教師になりたいという夢を忘れることができ
ず」、4年目に考え直して転職。着任してから2年目を迎えま
した。
 “生徒は教師の鏡”と、大学時代の恩師に教わった南先生。昨
年1年間はまさにそのとおりだったようで、授業や学校生活、
寮生活を通して、それまで気づくことのなかった自分自身の
ことが、良い点も悪い点もはっきりと目の前に映し出された
そうです。
　南先生は最後に、「1人でも多くの生徒が国を愛し、親を尊
敬し、自身の志を持って幸せに生きていってほしい。そのた
めにも、いま一度、自分自身を律し、自身を高めるために学
び続け、日々を積み重ねていきたいと思っています」と話して
くれました。

夢
が
忘
れ
ら
れ
ず
、S
E
か
ら
教
師
に
転
職

“生徒は教師の鏡”という恩師の言葉どおり、
自身の良い点も悪い点も明確になった1年。
自分を高めるために学び続けることを決意

「団長は語る」
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正
大
学
淞
南
高
等
学
校

　

4
月
に
新
入
部
員
を
迎
え
た

マ
ー
チ
ン
グ
部
は
、
総
勢
40
名

で
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

5
月
に
は
鳥
取
県
境
港
市
に

本
君
（
3
年
）
の
ス
ピ
ー
ド
、

左
サ
イ
ド
で
は
高
橋
君（
3
年
）

の
活
動
量
、
中
央
で
は
熊
田
君

（
3
年
）
の
破
壊
力
を
生
か
し

な
が
ら
攻
撃
を
組
み
立
て
、
何

度
と
な
く
相
手
陣
内
に
入
り
込

ん
で
ゴ
ー
ル
を
脅
か
し
ま
す
。

　

後
半
に
入
る
と
、
ロ
ン
グ

ボ
ー
ル
を
多
用
し
て
く
る
大
社

高
に
対
し
、
す
か
さ
ず
最
終
ラ

イ
ン
を
操
作
。
相
手
の
攻
撃
を

巧
み
に
は
ね
返
す
柔
軟
な
対
応

　

準
決
勝
ま
で
披
露
し
て
き
た

攻
撃
サ
ッ
カ
ー
こ
そ
影
を
潜
め

た
も
の
の
、
部
員
全
員
が
「
今

で
き
る
こ
と
」
に
徹
し
た
淞
南

は
、
終
盤
の
粘
り
強
さ
を
見
せ

つ
け
て
6
年
連
続
8
回
目
の
優

勝
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
決
勝
戦
を
振
り
返
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
淞
南
は
序
盤
か

ら
素
早
い
攻
守
の
切
り
替
え
で

大
社
高
を
圧
倒
し
て
リ
ズ
ム
を

つ
か
む
と
、
右
サ
イ
ド
で
は
坂

9

ピッチを縦横無尽に走り、チームをリードし続けた、U-18 日本代表候補でもある高橋君（3 年）

熱投を続けるピッチャー・下園君（3 年） 円陣を組み、気力をみなぎらせる

コスタ・ビクトリア号を前に演奏演技部員一同、力を合
わせて見送ります

全国大会での健闘を祈りましょう

て
、
外
国
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
客

船
「
コ
ス
タ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
号
」

と
「
ク
リ
ッ
パ
ー
・
オ
デ
ッ
セ

イ
号
」
の
出
港
イ
ベ
ン
ト
で
演

奏
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
乗
客
2
0
0
0
名
と
い
う

大
型
客
船
を
前
に
、
音
楽

で
国
境
を
越
え
る
一
体
感

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
6
月
2
日
に
は
新

入
部
員
を
含
め
、
全
員
が

そ
ろ
っ
て
演
奏
す
る
初
め

て
の
本
番
を
行
い
ま
し

た
。

　

現
在
は
秋
の
大
会
に
向

け
て
練
習
に
打
ち
込
ん
で

い
ま
す
。
応
援
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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を
見
せ
、
そ
の
時
が
来
る
の
を

虎
視
眈
々
と
待
ち
ま
し
た
。
そ

し
て
迎
え
た
後
半
33
分
、
つ
い

に
重
い
扉
を
こ
じ
開
け
る
こ
と

に
成
功
。
熊
田
君
の
コ
ー
ナ
ー

キ
ッ
ク
に
北
村
君
（
3
年
）
が

豪
快
に
頭
で
合
わ
せ
て
先
制
し

た
の
で
す
。
淞
南
は
虎
の
子
の

1
点
を
守
り
切
り
、
全
国
へ
の

切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

球
際
で
体
を
張
り
、
疲
労
し

た
体
に
む
ち
を
打
っ
て
、
も
う

1
歩
を
出
し
続
け
た
淞
南
イ
レ

ブ
ン
。
ピ
ッ
チ
上
の
選
手
た
ち

は
淞
南
が
誇
る
最
大
の
武
器
で

あ
る
『
応
援
』
に
背
中
を
押
さ

れ
て
、
そ
の
“
チ
ー
ム
力
”
を

存
分
に
発
揮
し
、
努
力
を
喜
び

に
変
え
た
の
で
す
。

　

淞
南
野
球
部
は
第
1
2
0
回

春
季
中
国
地
区
高
等
学
校
野
球

大
会
に
お
い
て
、
第
3
位
と
い

う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

中
国
大
会
1
回
戦
の
鳥
取

県
・
米
子
北
高
戦
は
、
投
打
が

か
み
合
っ
た
理
想
的
な
試
合
運

び
で
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
続
く
準

決
勝
の
広
島
県
・
瀬
戸
内
高
戦

は
、
同
県
屈
指
の
好
投
手
を
擁

す
る
強
敵
相
手
に
序
盤
ま
で
1

点
差
の
接
戦
で
し
た
が
、
5
回

に
先
発
・
下
園
君
の
制
球
が
乱

れ
て
失
点
。
チ
ー
ム
の
課
題
が

あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
と
な
り

ま
し
た
。
夏
に
は
2

連
覇
を
達
成
で
き
る

よ
う
に
準
備
し
て
い

き
ま
す
。

夏
の
2
連
覇
に
弾
み

春
季
中
国
地
区

野
球
大
会
で
第
3
位

総
勢
40
名
で
練
習
に
励
む
日
々

大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
前
で

演
奏
す
る
機
会
も

　淞南では6月14日に体育祭を開催しました。
当日は「旗取り」や箱を積み上げて運ぶ競技「宅
急便リレー」など、さまざまな競技で競い合い
ました。以下、各団団長の感想です。

 青団 団長 3年　寺尾美輝
　今回の体育祭は人生最後の体育祭なので、一
生の悔いが残らないように力を出し切りまし
た。これまでリーダーという立場にあまり立っ
たことがない自分だけに、体育祭の団長を務
めたことは今後の人生にとっても貴重な経験に
なったと思います。

 黄団 団長 3年　山口大智
　黄団は、やるからにはすべて優勝を目指しま
した。種目はダンス、競技、行進などいろいろ
ありますが、一致団結して勝ちにいったのです。

3年生にとっては高校生活最後の体育祭。思い
出に残る素晴らしいものになったと思います。

 赤団 団長 3年　山下健太朗

　ダンスや行進、競技決めなど、3年生が主体
となって日々考えました。そして、朝早くから
ダンスを練習し、本番に最高のパフォーマンス
ができるよう一生懸命取り組みました。赤団全
員が力を合わせ、最高の体育祭になるよう頑
張ったつもりです。

（左から）青団団長・寺尾君、黄団団長・山口君、赤団
団長・山下君

6年連続
8回目

総
体
予
選
で
見
事
に
優
勝
!

「
未
来
を
つ
な
ぐ

 

北
部
九
州
総
体
」で
の

 

栄
冠
を
目
指
す
! !

 体育祭 レ ポ ー ト

総合優勝



頼りになる主将・吉田（法 4・日大三高）。12 面「輝く人」参照

戦力が充実した女子。今後の活躍が楽しみ

今季の活躍が期待される立正イレブン 立正サッカーを徹底すれば、上位進出も

ての戦いとなった。すでに5試合が
終了。2勝3敗と出遅れているが、

ここからの挽回を目指す。皆様の応
援、よろしくお願いします。

   ラグビー部
対戦表  関東大学リーグ戦１部  秋季大会  ２０１３

H25.6.18現在

日程 対戦校 会場 キックオフ
1 9月15日（日） vs法政大 熊谷ラグビー場 13:00
2 9月22日（日） vs東海大 秩父宮ラグビー場 13:00
3 10月  6日（日） vs中央大 上柚木陸上競技場 12:00
4 10月20日（日） vs日本大 熊谷ラグビー場 12:00
5 10月27日（日） vs流通経済大 ケーズデンキスタジアム 14:00
6 11月10日（日） vs拓殖大 熊谷ラグビー場 12:00
7 11月24日（日） vs大東文化大 熊谷ラグビー場 14:00

   サッカー部
東京都大学サッカーリーグ戦  前期

日程 時間 対戦校 会場 結果
第一節 ５月  ５日（日） 11:00 vs山梨学院大 立正大G ●1-2（1-1/0-1）
第二節 ５月12日（日） 11:00 vs東京大 立正大G ○2-0（1-0/1-0）
第三節 ５月１９日（日） 11:00 vs日本大 立正大G ●1-3（0-1/1-2）
第六節 ６月  ９日（日） 11:00 vs亜細亜大 亜細亜大G ●1-3（0-1/1-2）
第七節 ６月１６日（日） 11:00 vs立教大 立正大G ○2-1（1-1/1-0）
第八節 ６月２３日（日） 11:00 vs東京経済大 立正大G
第九節 ６月３０日（日） 未定 vs国学院大 未定
第四節 ７月  ７日（日） 未定 vs明治学院大 未定
第五節 ７月１４日（日） 未定 vs帝京大 未定

ラグビー部
この秋、躍進の予感

　昨季、関東大学リーグ戦1部に昇
格を果たしたラグビー部。4月に開
幕した関東大学春季リーグはその勢
いを駆って好調な一歩を
踏み出した。
　2016年リオ･デ･ジャネ
イロ五輪から正式種目と
なる7人制ラグビーでも、
本学ラグビー部員の活躍
が目覚ましい。男子は2名
が7月13日にロシア・カ
ザンで開幕する夏季ユニ
バーシアード代表候補に
選ばれた。女子は4名が日

本代表メンバーとしてセブンズワー
ルドカップ（6月28日〜30日）に
出場を果たした。
　9月には関東大学リーグ戦1部が
いよいよ開幕する。今季の目標であ
る「全国大学選手権」出場に全力で
挑みたい。皆様の応援、よろしくお

願いします。

サッカー部
長丁場に雄々しく挑む

　関東大学サッカーリーグ昇格を目
標に、日々厳しいトレーニングに励
んでいるサッカー部。春に行われた
関東大学サッカートーナメント大会 
兼 総理大臣杯全日本大学サッカー
トーナメント関東予選進出都学連予
選では準優勝を果たして、4年ぶり
に同予備予選に進出。その予備予選
では神奈川県代表・松蔭大学を7対
1と大差で勝利し、同予選本選に進
むことができた。
　東京都大学サッカーリーグ戦は今
年度から2期制となり、年間を通し

クラブ、サークル情報  気になるクラブを応援に行こう!

◆柔道部

9月1日（日） 東京学生柔道体重別選手権大会（男子32回　女子29回）
於：日本武道館

9月28日（土）～29日（日） 全日本学生柔道体重別選手権大会（男子32回　女子29回）
於：日本武道館

◆剣道部
9月8日（日） 第62回関東学生剣道優勝大会　於：日本武道館
9月21日（土） 第39回関東女子学生剣道優勝大会　於：東京武道館

◆籠球部
8月31日（土）～ 第89回関東大学バスケットボールリーグ戦
8月31日（土）～ 第63回関東大学女子バスケットボールリーグ戦

◆排球部
9月中旬～ 平成25年度関東バレーボール秋季リーグ戦

◆水泳部
8月3日（土）～5日（月） 第86回関東学生選手権水泳競技大会　於：千葉県国際総合水泳場
9月6日（金）～8日（日） 第89回日本学生選手権水泳競技大会＜競泳＞　於：広島市総合屋内プール

◆ソフトテニス部
8月3日（土）～4日（日） 第67回全日本大学対抗選手権大会　於：山形県山形市
9月14日（土）～15日（日） 第33回関東学生対抗競技大会　開催場所未定
9月21日（土）～22日（日） 平成25年度関東学生新進大会　開催場所未定
10月中 平成25年度関東学生秋季リーグ戦　於：千葉県白子町

◆弓道部
8月20日（火）～22日（木） 全関東学生弓道選手権大会　　於：日本武道館
9月15日（日）～10月13日（日） 東京都学生弓道連盟リーグ戦

◆バドミントン部
9月14日（土）～22日（日） 関東学生バドミントン秋季リーグ戦　開催場所未定

◆射撃部

8月22日（木）～25日（日） 平成25年度関東ライフル射撃選手権予選大会
於：埼玉県朝霞オリンピック射撃場

9月12日（木）～15日（日）
平成25年度関東学生ライフル射撃選手権秋季大会
平成25年度関東学生デジタルピストル大会
於：埼玉県長瀞総合射撃場

◆アメリカンフットボール部
関東学生アメリカンフットボール関東3部リーグ戦
9、10、11月開催（日程は7月後半決定）

◆女子軟式野球愛好会COSMOS
8月23日（金）～28日（水） 全日本大学女子野球選手権大会　於：富山県魚津市
9月中旬～ 関東大学女子軟式野球連盟秋季リーグ戦

◆吹奏楽部
8月24日（土） 東京都吹奏楽コンクール予選　於：江戸川区総合文化センター
9月21日（土） 東京都吹奏楽コンクール本選　於：府中の森芸術劇場

◆児童文化研究部
8月27日（火）～9月1日（日）山梨巡回公演（5泊6日）
8月28日（水） 岩手小学校（東山梨地域）
8月30日（金） 富士豊茂小学校（本栖地域）

　立正大学学園新聞では、課外活動の大会日程、結果、公演情報などを募集しています。ご提供
いただいた情報は10月1日発行（第123号）でご紹介いたします。皆さんの情報提供をお待ち
しております。こちらにメールしてください。 E-mail:pln@ris.ac.jp

　私たち探検部はケイビング（洞窟
探検）、登山、ラフティング（激流下
り）、自転車遠征などの活動をしてい
ます。この部活の特徴は一人ひとり
が自分のやりたいことをやりたいと
きにできるという点です。上記のほ
かにも、手作りのいかだで川を下っ
たり、地方の伝説を調べに行ったり、
未確認生物を探したりと、自分の努
力次第で何でも実現できる部活なの
です。
　しかし、私たちは好き勝手に活動
しているわけではありません。ほと
んどが自然の中での活動であり、危
険と隣り合わせであるため、事前の
準備を徹底しています。
　まず、自分のやってみたいことを
計画書に起こします。自分で一から

計画を立てることで、これからやろ
うとしていることの危険性を確認す
ることができます。次に、週2回の
ミーティングで、その計画に不備や
無理がないかを部員全員で話し合い
ます。ミーティングではほかの部員
の意見を聞くことができるため、安
全性と活動の質の向上につながるこ
とが期待できます。また、互いに計

画書を出し合うことは
良い刺激にもなってい
ます。最終的に、4回
のミーティングをパス
した計画だけが実行
に移せるのです。計画
から実行まですべて自
分の力で進めるだけ
に、活動をやり終えた

ときの達成感はほかのどの
部活よりも大きいという自
信があります。
　活動後には報告会を開き
ます。反省や感想をそれぞ
れが報告することによっ
て、次の活動に生かせるよ
うにしています。さらに、
毎年その年に行った活動を文章に起
こして1冊の冊子にまとめ、次の部
員に残しています。このように事前
準備と事後報告を徹底している点も
探検部の特徴の一つです。
　これらの活動が功を奏して、毎年、
お正月の風物詩となっている、あの
箱根駅伝と同じコースをゴミを拾い
ながら走る「もう一つの箱根駅伝」
において、参加7年目の今年、初優
勝を果たしました。
　探検部は今後も部員一人ひとりの

「やってみたい」という気持ちを大
切に、活動の幅を広げていくことを
目標にしていきます。

（文学部哲学科3年　関塚里美＝私立工学

院大学附属高等学校出身）

まさに激流下り。爽快感もたっぷり味わえるラフティング

たくましい顔が勢ぞろい

探検部

課外活動
き ら りシリーズ

自分の努力次第で何でもできる
達成感はどの部活よりも大きい

事
前
準
備
と
事
後
報
告
を
徹
底

課外活動情報
を 募  集  中！

「もう一つの箱根駅伝」で見事に初優勝

今季、ロングリリーフで活躍した高橋（法 2・
修徳高）

硬式野球部
新生立正野球で秋に巻き返し
　新体制で迎えた東都大学野球連
盟春季リーグ戦（2部）。対国士舘
大3回戦で勝ちきれなかったことが
響き、最終順位は5位にとどまった
が、データを駆使し、バント、盗塁、
エンドランなど小技を用いた「考え
る野球」への変化は垣間見られた。
その分、秋への期待が膨らむ。
　8月初旬には3年生によるアメリ

カ研修が、米西海岸屈指の名門・南
カリフォルニア大（USC）などで
実施される。参加部員たちは昨年同
様、さまざまな“気付き”を持ち帰っ
てほしい。さらに、同月20 〜 21
日には「仏教系四大学野球大会」（駒
澤大・愛知学院大・龍谷大）が本学
グラウンドで開催される。
　秋のリーグ戦では、日本一暑い熊
谷の夏を乗り越え、一回り成長した
新生立正野球を展開して、1部復帰
を果たしたい。

後半戦に DH で出場、活躍した郡（法 2・
木更津総合高）

昨季の勢いで強豪校を倒し、
ぜひ全国大学選手権へ

※第四節、五節は関東予選のため7月に変更

　本学では、学生に親しまれているスポーツを振興することを目的に、
硬式野球部、ラグビー部、サッカー部を強化クラブとしています。
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ご卒業  ご入学  おめでとうございます!

　4月8日から10日までの3日間、大崎キャンパス11号館山手通り口にお
いて、新入生歓迎イベント「花まつり」が開催されました。4月8日はお
釈迦様（釈尊）の誕生を祝う日ですが、縁あって新たに誕生した立正大生
を祝福するとともに、新年度を迎えた在校生の生活が充実したものとなる
よう、祈り念じました。

新入生歓迎イベント 「花まつり」開催

厳粛な雰囲気のなかで執り行われた卒業証書授与式

卒業生を代表して受け取る卒業証書

好天の下、入学を祝福する吹奏楽部

クラスメートとの学生生活最後の 1 枚

入学式に参列後、花御堂で誕生仏に甘茶をそそぐ新入生
しっとりとした歌声を披露したグ
リークラブ

満開の桜にも祝福されました

新入生も早速甘茶をそそぎます開会セレモニー。古河理事長と仏教学部の
教員、学生らによって法要が執り行われました

卒業証書授与式は3月27日に大宮
ソニックシティで、それぞれ開催
されました。

　グリークラブと吹奏楽部によっ
て校歌・学園歌が斉唱、演奏され、
修了生と卒業生の新たな門出に花
を添えました。
　一方、平成25年度立正大学入学
式は4月1日に熊谷キャンパス体育
館で、また、大学院入学式は4月6
日に大崎キャンパス石橋湛山記念
講堂で、それぞれ開催されました。
入学式には親子で出席されるご家
庭も多く、晴れやかな表情が集い
ました。

　平成24年度立正大学大学院学位
記授与式は3月16日に大崎キャン
パス石橋湛山記念講堂で、また、

華道に挑戦するビビアンさん。真剣そのもの

留学中に住んでいたフラットのメンバーで、
クイーンズタウンに旅行したときの 1コマ

（後列左端が小林さん）

オタゴの中心部にあるオクタゴンに、マレー
シアの催し物を見に行ったとき、出演者と
いっしょに（右端が小林さん）

from Rissho to Otago

from Otago to Rissho

仏教学部仏教学科4年

小
お

野
の

千
ち

亜
あ

紀
き

さん（私立二松學舍大学附属高等学校出身）

　現在、応援指導部のチアリーダー部門に所属し、応援活動
やイベント等で活動しています。大学生になってから仏教学部
の海外研修の授業を通してたくさんの外国を旅しました。広
い視野を持って、これからもさまざまなことに挑戦し、異なる
国の人や文化に触れていきたいです。もちろん、多くの人に元
気を与えるチアリーダーにもなりたいです。

　5月、まさしく春であることを告げ
るように自然が生き生きとする季節。
この日はとても良い天気で、キャンパ
ス内を散歩しているときにツツジが咲
いているのを見つけました。
　読者の中には、小学生のころ、通
学途中にこの花の蜜を吸った方もい
らっしゃるのではないでしょうか。た
だ、虫たちも活発になってきているの
で、観察する際は注意してください。
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近酒井えりなさん

（心理学部対人・社会心理学科3年）

学生記者レポート学生記者レポート

　ニュージーランドのオタゴ大学か
ら留学して、現在、本学の「日本語
プログラム」で日本語を学んでいる
タブス・ビビアンさん。
　日本のアニメに興味を持ったこと
が日本語の勉強を始めるきっかけ
に。以来3年、ニュージーランドで
学んだ日本語を、実際に日本で使っ

　「主体的に行動すれば、チャンス
がある。それが立正大学だと思いま
す」
　交換留学生としてニュージーラン
ドのオタゴ大学に留学した小林和也
さんは、その経験について楽しそう
に話し始めた。
　オタゴ大学への留学を決めたきっ
かけは、大学とアルバイト先との行
き来で過ごしていた生活のなか、学
生時代にしかできない経験をしたい
と思ったこと。過去の語学留学（カ
ナダ）の経験にも後押しされ、「も
う一度海外で学ぶなら今」との思い
から応募したそうだ。
　オタゴ大学では現地の学生や他

て生活してみたいという思いで留学
を決意したそうだ。
　日本に来てからは花火大会に行っ
たり、課外授業で日光を訪れたりと、
留学生活を満喫。「立正大学の人は
みんなとても親切で、ユニデンスで
の生活も快適ですよ」
　将来の夢は「英語に加え、得意の

中国語と日本語を生かして、語学教
師になること」と、流暢な日本語で
話してくれた。

国からの留学生と交流を深め、さま
ざまな文化や価値観を吸収。一方、
「グループプレゼンではクラスメイ
トの資料を読むスピードについてい
くのに苦労した」と話す。その悔し
さから、留学中はほとんど出かけず、
図書館と寮で猛勉強に励んだという
努力家だ。
　小林さんはこの留学経験を通し
て、自分自身がさまざまな方々に支
えられていることを実感し、その後
は感謝の気持ちを持って何事にも取
り組むようになったそうだ。「迷っ
ている人は思い切って一歩踏み出し
てほしい」と、力強く語ってくれた。

（福井県立羽水高等学校出身）

タブス・ビビアンさん

小林和也さん（経営学部4年）

日本のアニメに興味を持って日本語を勉強

留学中は図書館と寮で猛勉強

Rissho
立正大学

Otago
オタゴ大学

立正大学
Rissho

オタゴ大学
Otago



　「野球のすべてが好きです」と話す硬式野球
部主将の吉田裕太さん。ポジションはキャッ
チャーで、ドラフト候補としても名前が挙がる。
小学3年生から野球を始め、小学4年生から
キャッチャー一筋。将来の夢はいうまでもなく
プロ野球選手として活躍することだ。
　主将としての立場を自覚しており、「チーム
ワークを最優先に考えています。チームが勝つ
ことが一番うれしい。もちろん、選手としても
キャッチャーとしても、ほかの誰にも負けない
強い気持ちを持っています」と、力強い言葉が
次々に返ってくる。寮でも主将として皆から見

硬式野球部主将でキャッチャー
「2部での優勝と1部復帰を目指します」

吉
よ し

田
だ

 裕
ゆ う

太
た

さん（法学部4年）

INTERVIEW

私服姿もさわやかな吉田さん
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られているという意識を常に持ち、率先して掃
除などにも取り組んでいるそうだ。
　授業で楽しいのは「スポーツと科学」。各分
野におけるプロフェッショナルの方の話が聞け
るので、自分と比較することができるからだ。
　野球に打ち込む環境として、立正大学はどう
だろうか。「教職員の方は優しいうえ、野球部
を熱心に応援してくれています。学生も“あつ
いぞ！熊谷”同様、熱い人が多いのでうれしい
ですね」
　そんな熱い仲間の応援を背にする秋の東都
大学野球2部リーグ戦についてはこう話す。

「チームのやっていることに間違いはないと思
います。この秋はチーム全員で優勝と1部復帰
を目指しますので、応援よろしくお願いします!」

（私立日本大学第三高等学校出身）

強打者として知られる吉田選手。リーグ戦ではそのバッティ
ングも見どころです
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年で4回目を数える「新入生ア
ンケート調査」を新入生ガイダ

ンスの会場で実施しました。尋ねた
のは「大学を選ぶ際に重視したこと」

「本学への期待度」「本学でチャレン
ジしたいこと」など。ここではアン
ケート結果の一部をご紹介します。
　まずは「重点的に学習しようとし
ている科目」について。例年、「基
本的な専門科目」「資格取得のため
の科目」「外国語」を選択する新入
生が多いことが特徴です。「教養的
な科目」よりも「基本的な専門科目」
の割合が高いことから、学部の専門
科目の知識を深めていきたいと思っ

ていることがうかがえます。「資格
取得のための科目」も多く選択され
ており、意欲の高い学生が多いとい
えそうです（グラフ参照）。
　次に、「将来の希望・進路」で最
も多いのは「公務員」（36.7%）で、

「教育・学習支援関係」（21.6%）
が続きます。「本学でチャレンジし
たいこと」では、「資格をたくさん
取得する」「部活・サークル活動に
参加する」「留学」という回答が目
立ちました。ぜひとも4年間、その
チャレンジ精神を持ち続けてほしい
と思います。
　これらの貴重なアンケート結果も

参考にしながら、開校150周年に向
け、今後も教職員一体となって、よ
り良いキャンパスづくりに努めてい
きます。
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に聞きました!
「重点的に学習しようとしている科目」
「将来の希望・進路」は?

新 入 生

商材はつじり茶屋のソフトクリーム

　本学の学生3名（中村沙希さん〈心
理学部臨床心理学科4年・私立東洋
大学附属牛久高等学校出身〉、鏑木
卓さん〈経済学部3年・都立桜町高
等学校出身〉、篠木渉さん〈文学部
社会学科3年・私立東京学館浦安高

等学校出身〉）が、3月30日に台湾
で行われたファッションイベント

「SUPER GIRLS FESTA」で海外
インターンシップを体験した。
　これは吉本興業主催のイベント
で、グローバルキャリア教育プロ
ジェクトとして経済産業省が後援し
ているもの。本学のほか、5大学（一

橋、早稲田、立教、明治、千葉商科）
17名の学生が3グループに分かれ
て参加した。
　準備期間は約2カ月に及んだ。つ
じり茶屋が提供するソフトクリーム
をベースに、日本らしさを演出する
とともに、お客を呼び込むにはどう
すればよいのかと、試行錯誤を重ね
て商品を開発。当日は学生たち自ら
会場で各商品を販売した。
売り上げトップを記録した
グループの商品は、翌31
日から現地のデパート・統
一阪急百貨店のつじり茶
屋で新商品として販売さ
れるというおまけ付き。さ
らに、5月には売り上げ

トップになったグループが、経済産
業省において発表会も行った。

参加者がそれぞれに語る意義と抱負

　参加した3名はそれぞれこう語
る。
　「大学生にしかできないこと、大
学生だから関われることがたくさん

ある。これからも、その貴
重な時間を使って自分を成
長させ、自分の将来に生か
していきたい」（中村さん）
　「常に向上心を持ってハ
ングリーに行動する。そう
してこそ、グローバルに活
躍できる人材や、将来を

担っていける人材が生まれるのでは
ないかと感じた。規模の大小は関係
なく、さまざまなことを体験し、立
派で恥じないように社会に出ていき
たい」（鏑木さん）
　「サービス業を軸とした未来の産
業が、今後さらに飛躍するであろう
ことを肌で感じた。また、“社会を
具体的に動かす”といった使命を担
う方々の姿を直接見る良い機会とも
なった。学生主体でこうした企画を
動かすことができたのは、個人とし
てだけでなく、社会的にも意義が大
きいと感じた」（篠木さん）
　中村さん、鏑木さん、篠木さんの
今後に大いに期待しよう。

本学の学生3名が台湾インターンシップに参加

今

華やかな空間の中で行われたファッションショー

経済産業省での発表
会に参加した鏑木さん

ファッションイベント
「SUPER GIRLS FESTA」で
商品の企画・販売を実践

月9日、法学部3年の長澤輝
さん（埼玉県立深谷高等学校

出身）と内田貴士さん（私立高崎健
康福祉大学高崎高等学校出身）、本
学職員の岩附良太さん（熊谷キャリ

アサポート課）に対して、熊谷警察
署長より感謝状が贈られました。こ
の3名は4月15日19時ごろ、熊谷
市村岡地内の路上に、高齢者の男性
が自転車と共に転倒しているのを発
見。最後まで協力して男性を救助す
るとともに、交通事故を未然に防い
だのです。
　長澤さんと内田さんは「倒れてい
る方を見て思わず駆け寄りました。
夜間ということもあり、最悪の場合
は交通事故も招いたはずなので、未
然に防げて本当に良かったです」と
感想を述べました。

感
謝
状
授
与
の
後
、
熊
谷

警
察
署
長
と
懇
談

5

人命救助に協力

熊谷警察署長と記念の 1 枚

本学学生と職員に、
熊谷警察署長より
感謝状

「SUPER GIRLS FESTA」での販売コーナーをバックに（写真右〈前列左が篠木さん〉、
写真左〈一番右が鏑木さん〉）
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